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(7)隠喰的慣用句:羽をのばす、兜をぬぐ、熔印を押す (ibid.: 238-240) 
宮地の定義では、 「一般の連語句より結合度が高いだけのものJを「連語成





とは一括して、 『歴史的・社会的に安定した価値観を持つ成句~ J であると論
じている。ただし、ことわざと慣用句にも中間的な例があるとし、 (8)のよう
な用例を挙げている。









































C. 変形型 :AことはA(安いことは安いが...) 












C.風習に基づく:お茶をひく (ibid.: 14) 
園広(1985)による意味的な分類に対しても、籾山 (1997)は意味的な分類の
不十分さを指摘し、より詳細な意味分析の必要性を主張している。具体的には、




類(10) (三) )でも同様の分類の不十分さが挙げられる。たとえば、 「首をか





















































































































































『言語科学論集』第 15号 (2009)63 
表3.1:慣用句の末尾品詞と語数の分布
末尾語品詞¥語数 -2 3 4 5 6 7 8- 総計
慣用句
動詞 22 







助言可 3 7 29 12 11 
その他 2 3 2 0 0 
総計 69 詩話 266 180 63 
3 1 
6 4 191 
o 0 176 
4 4 157 
2 1 65 
0o 7 
15 10 1918 
表3.2:ことわざの末尾品詞と語数の分布
末尾語品詞¥語数 -2 3 
動詞 0 
名詞 0 
形容詞 o 3 
ことわざ
助動詞 o 2 
助詞 o 0 
その他 O 
総計 o 72 
294 
7 6 9 
222 
o 0 
47 祭主3ん 56 
や以河
7 8-
2 0 20 
4 16 45 
2 3 11 
0 o 2 
51 44 344 
上の二つの表は、末尾の語の品詞を左の「名詞J 1形容詞J 1助動詞J 1助























































































































る。 (21)の用例では「袋J r火事J r釘J r泥」は、<窮地><災難><忠告
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末尾語品詞¥語数 -2 3 4 5 6 7 8- 総計
動詞 17綴議総機鋒翠議謬緩嬢護襲撃 7 3 1 叫品
名詞 22 71 26 
慣用句 形容詞 5 16 
助動調 2 11 17 
助詞 6 6 48 15 
その他 4 2 1 。




























































?I 構成婆素が 全体として 特殊な












...-----l I I宮地 (1982)
I r- I 国広 (1985)
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本研究は科研費(21・1276)の助成を受けたものである。







"a sequence， continuous or discontinuous， of words or other 
elements， which is， or appears to be， prefabricated: that is， 
stored and retrieved whole from memory at the time of use， 
rather than being subject to generation or analysis by the 





"[it] may be a whole sentence or a group of words， or it may 
be one word， or it may be only part of a word，ー thatis not 
important， but it must always be something which to the 
actual speech instinct is a unit which cannot be further 
analyzed or decomposed in the way a free combination can." 






























現の手前にある頻度副詞「何度も Jは「煮え湯を飲まされる j の聞に挿入して
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